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公開シンポジウム
「第一言語保証は学校と地域に何をもたらすか：外
国ルーツの若者と教育を考える（その 2）」案内

　外国ルーツの子どもの教育問題は、これまで集住地域を中心に多く取り
上げられてきましたが、近年は全体として人数が増えるとともに居住地域も
拡大し、新たな課題に直面する地域も増加しています。非集住地域では現
状・実態の理解も不足しており、行政や学校の対応も蓄積が乏しく、日本
語教室等の地域資源も少ないのが実情です。しかも、その実情を把握する
ことも難しく、実態調査など研究も不足しています。

　日本教育学会北海道地区では、昨年度 (2025年9月)、非集住地域・散在
地域に焦点を当て、現状認識を深めるとともに、課題を共有しました。それ
を更に深めるべく、今年度は外国ルーツの若者と高校に即して、入学試験
および入学後の学習環境、第一言語保障、進路支援など、学びと成長を
支える教員や学校のあり方を地域の状況にも視野を及ぼしながら考えま
す。

https://forms.gle/VhfZAFmQYXu8ZSGC8

参加費無料・事前申込推奨：当日参加も可能ですが、下記フォーム（ QRコー
ド読み取り）より事前申し込みを推奨しています。

https://forms.gle/VhfZAFmQYXu8ZSGC8

